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PRESS RELEASE  2019/7/3  
    

 

 

北海道大学で第 8 回村上春樹国際シンポジウムを開催 
～村上春樹文学における『移動』をテーマに国内外の研究者が発表～ 

 

【概要】 

北海道大学で，世界的に有名な日本の作家・村上春樹に関する国際シンポジウムを開催します。 

本シンポジウムでは，沼野充義教授（東京大学大学院人文社会系研究科・文学部），押野武志教授（北

海道大学大学院文学研究院），金水 敏教授（大阪大学大学院文学研究科）による基調講演や，日本・中

国の研究者によるパネルディスカッション，総勢 40 名に上る東アジアを中心とした各国の研究者によ

るセッション（研究発表）を行います。 

 

【趣旨】 

本シンポジウムは， 台湾にある淡江大学の主催によって 2012 年から毎年，台湾と日本で開催してい

ます。淡江大学は「村上春樹研究センター」を世界で初めて設立するなど，精力的に活動している大学

です。 

2019 年度は，北海道大学大学院文学研究院映像・現代文化論研究室との共催により，「羊をめぐる冒

険」や「ダンス・ダンス・ダンス」等の作品でゆかりの深い北海道・札幌の北海道大学で開催します。  

なお，今回は「村上春樹文学における『移動』」を統一テーマに，各国からの研究者たちが議論を交わし

ます。専門家による学術レベルのシンポジウムですが，興味のある一般の方々，学生にも広く公開しま

す。 

 

【日  程】2019 年 7 月 20 日（土）9:30～16:30 及び 7 月 21 日（日）9:30～15:20 

 

【場  所】北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟（札幌市北区北 10 条西 7 丁目） 

JR 札幌駅北口より徒歩 12 分 

 

【主  催】淡江大学村上春樹研究センター 

 

【共  催】北海道大学大学院文学研究院映像・現代文化論研究室 

 

【後  援】北海道大学大学院文学研究院ほか 

 

【対  象】一般市民，学生 

 

【参 加 費】無料 

 

【言  語】日本語 
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【プログラム】7 月 20 日（土）の一例 ※その他は別添プログラムに記載しています。 

9:50～10:40 沼野充義教授（東京大学大学院人文社会系研究科・文学部）による基調講演 

「カモメは宇宙に飛び，ハルキはサハリンに向かう―村上文学における移動と世界文学空間」 

 

10:40～11:30 押野武志教授（北海道大学大学院文学研究院）による基調講演 

「本格ミステリから読む村上春樹―〈アフターダーク〉から〈ビフォーダーク〉への移動」 

 

12:30～13:20 金水 敏教授（大阪大学大学院文学研究科）による基調講演 

「村上春樹と方言について―登場人物・作家の移動と痕跡―」 

 

【申込方法】申込不要（ただし，満員の場合には入場をお断りすることがあります） 

 

お問い合わせ先 

北海道大学大学院文学研究院 映像・現代文化論研究室主任 教授 中村三春（なかむらみはる） 

ＴＥＬ/ＦＡＸ 011-706-4047 

メール miharu@let.hokudai.ac.jp（ご連絡はできるだけメールでお願いします） 

ＵＲＬ https://www.let.hokudai.ac.jp/event/10247 

配信元 

北海道大学総務企画部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条西 5 丁目） 

ＴＥＬ 011-706-2610   ＦＡＸ 011-706-2092   メール kouhou@jimu.hokudai.ac.jp 
 






	web20190703北大プレスリリース_北海道大学で第8回村上春樹国際シンポジウムを開催～村上春樹文学における『移動』をテーマに国内外の研究者が発表.pdf
	2019村上春樹国際シンポジウムポスター.pdf

